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民
事
判
例
管
見
誌

（
三
）

峯
　
岸
　
治
　
三

　
　
　
　
　
蕊
　
窄
養
子
の
相
績
権
塗
代
襲
相
績
人

　
太
正
十
三

年
四
月
二
十
五
日
第
一
民
事
部
剣
決
蘇
瞳
墾
．
瑚
“
避
脳
捲
）

　
　
贋
係
儀
丈
、
艮
．
匙
七
〇
榛
一
項
、
民
、
九
七
四
條
コ

　
こ
の
察
停
は
第
一
審
が
蔚
島
地
方
裁
劉
所
若
松
支
部
で
．
第
二
審
が
宮
城
控
訴
院
で
あ
る
。

　
O
富
費
　
C
櫨
O
ピ
層
養
子
縁
組
を
な
し
．
英
家
女
E
ε
婚
姻
逮
し
め
た
。
大
正
五
年
四
月

二
十
六
日
B
竜
間
に
被
上
告
人
（
被
擦
訴
人
・
被
費
B
が
出
生
す
る
に
垂
つ
乾
が
、
大
正
六
年
二
鴛

十
三
日
徊
は
離
繰
陰
婚
ピ
な
つ
セ
。
　
そ
こ
で
C
は
更
に
上
告
人
（
控
訴
人
・
原
告
）
A
ε
塘
養
子
隷

紐
を
な
し
E
ε
婚
姻
せ
し
め
セ
。
莫
後
C
死
亡
す
る
に
》
よ
ぴ
、
お
が
家
督
相
綾
を
爲
し
た
が
。

A
は
之
に
封
し
D
の
離
繰
離
嬬
に
よ
う
B
は
C
の
法
定
推
定
家
督
相
続
人
ε
な
る
者
で
は
な

　
　
　
　
量
夢
鱒
璽
冨
顯
驚
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
九



　
　
　
民
事
弱
鰐
馨
鳥
踏
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瓦
O

い
ε
し
て
、
家
督
相
績
回
復
の
訴
を
提
趨
し
た
の
で
あ
る
。

　
原
審
は
之
に
磐
し
上
皆
人
の
請
求
を
棄
却
し
た
。
こ
ン
に
於
《
A
は
上
皆
し
て
大
鰹
究
の

鶴
汝
主
張
し
た
．

　
一
．
　
民
法
第
九
七
四
條
は
岡
法
第
九
七
〇
條
の
爲
め
に
特
に
規
窺
さ
れ
た
も
の
で
、
本
魯
の

如
き
一
掲
合
に
は
蓮
用
が
な
い
。

　
二
．
　
家
女
E
．
の
相
綴
人
た
る
こ
ピ
は
．
塘
養
子
の
畿
入
に
よ
つ
て
蝿
励
蒲
長
の
あ
る
ぺ
き
鐸

は
な
塾
。
塚
養
子
は
男
子
で
あ
る
か
ら
、
た
㌧
委
任
代
狸
す
る
の
憲
に
愚
ぎ
戯
．

　
三
．
、
斯
の
如
《
解
す
る
時
は
．
先
夫
D
の
離
繰
離
婚
ξ
圃
時
に
B
に
相
綴
権
の
移
る
理
由
は

な
第
ψ
。
像
参
．
ぱ
、
こ
φ
楊
合
E
跡
相
綴
権
を
有
す
る
こ
ε
に
な
｝
．
其
央
ε
な
つ
た
A
は
鴎
法

九
七
〇
條
鮮
雛
ち
家
督
相
綾
を
な
す
ぺ
き
で
あ
る
｛
ε
虫
張
し
ね
。

　
O
剰
旨
　
之
に
封
し
大
審
院
は
左
の
如
く
劃
示
し
泥
。
即
ち

『

署
養
子
繰
粗
昌
因
り
家
女
レ
婚
姻
ヲ
爲
シ
タ
押
埼
養
子
ハ
相
績
順
位
晶
於
テ
家
女
高
鍵
先

　
ス
ヘ
キ
毫
ノ
ナ
レ
あ
其
ノ
問
昌
直
系
卑
厨
ア
〃
ト
キ
ハ
其
ノ
直
系
卑
罵
ハ
婿
養
子
力
粕
綾

　
縮
ヲ
失
セ
タ
〃
揚
合
轟
於
ヲ
承
組
相
綾
人
（
代
襲
相
綾
人
Y
爲
〃
愚
ノ
ト
子



　
大
審
院
は
叢
理
由
じ
を
大
，
獲
左
の
如
く
説
明
し
癩
癖
、
即
ち

　
一
、
、
塘
養
子
ε
家
女
す
婚
級
を
爲
む
た
時
は
，
牝
爾
者
間
の
相
綾
順
位
は
疑
法
第
九
七
〇
燦

第
、
輔
項
茎
蕊
に
從
ひ
、
墳
養
子
は
家
女
に
優
先
す
ぺ
陰
で
あ
る
。

　
二
．
　
從
つ
て
、
着
し
其
間
に
直
系
卑
瀦
が
あ
㌻
．
婿
養
子
が
家
督
相
綾
開
始
箭
に
相
綾
権
を
失

ふ
ね
塗
ら
ぱ
緊
漆
第
九
七
四
條
の
適
凋
が
あ
る
。

　
竃
、
　
熱
惣
、
本
魯
の
．
繕
合
に
家
女
E
は
C
の
死
亡
し
た
嘗
時
鋤
に
推
定
家
督
相
綾
人
で
あ

る
以
上
乏
薯
相
績
す
る
－
の
は
正
當
で
あ
る
。

　
依
ウ
て
上
皆
人
A
の
主
藁
臓
理
由
電
し
ピ
し
て
棄
劫
し
ね
の
で
あ
る
。

　
◎
管
見
　
私
は
先
づ
、
代
襲
相
纏
の
性
質
か
ら
考
へ
て
行
か
う
。
代
襲
相
績
の
観
念
は
、
我
圏

に
於
て
も
膨
に
其
祥
．
在
を
誘
め
る
こ
置
か
虚
楽
る
の
で
あ
る
。
民
法
の
舗
定
に
際
し
て
も
亦
、

こ
の
競
念
を
取
λ
れ
て
之
を
一
般
的
に
規
定
し
髭
。
外
國
の
立
法
例
に
焚
て
も
大
艘
嗣
ご
で

あ
ゑ
鍛
垂
鍛
晶
謂
懸
．
鋤
義
襲
相
響
錆
綾
髭
順
位
藩
薯
與
難
の
餐

に
国
り
家
督
相
綴
開
始
以
前
龍
其
地
位
を
失
っ
た
揚
合
、
其
者
に
蔵
系
卑
麗
有
る
時
纏
、
艶
者
に

先
順
位
嚢
苓
圃
一
，
の
地
位
を
輿
．
へ
る
こ
ε
で
あ
る
。
從
つ
て
．
属
法
の
原
灘
た
る
第
九
七
〇
條

　
　
　
鳥
雛
鍔
儲
盈
冨
昂
寳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
凡
幽



　
　
　
聴
蘇
懸
覆
蒐
驚
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
益
一

に
欝
す
る
例
外
を
爲
∵
す
も
の
で
．
鵡
覧
法
律
の
擬
翻
泥
る
に
愚
望
麟
。

　
今
．
左
に
興
、
璽
件
を
遮
ぺ
て
見
よ
う
。

　
第
｝
龍
民
法
第
九
七
〇
條
及
び
第
九
七
二
條
の
規
定
に
依
参
《
家
督
相
綴
＾
海
る
者
が
．
死

O
し
叉
は
芙
旛
績
権
を
失
ひ
た
る
こ
ε
を
要
す
る
。
民
法
第
九
七
〇
條
艮
ぴ
第
九
七
二
條
に

依
癬
家
督
樵
綾
人
た
る
者
ε
曇
ふ
の
は
、
1
被
相
綾
人
の
家
族
驚
る
直
系
卑
％
厩
及
ぴ
2
設
相
綾

人
の
象
．
族
ピ
な
つ
把
直
系
皐
罵
の
爾
潔
の
こ
ε
で
あ
る
。
耶
ち
臨
等
⑳
者
に
つ
き
亀
苑
O
叉
櫨

相
続
犠
の
婁
失
ξ
糞
ふ
こ
墨
が
生
O
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
死
虚
は
実
然
の
死
O
は
固
よ
ウ
．
民

怯
鱗
三
寺
一
僚
に
縷
奪
失
縢
の
宣
畳
を
受
け
ね
者
も
亦
含
ま
飾
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
相
績
権
の

喪
失
ε
旗
．
夢
㌧
ε
は
、
葡
疇
夫
権
の
事
蜜
あ
る
を
以
て
足
む
る
の
で
あ
る
．
如
暢
覆
る
原
園
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

よ
糞
．
薄
失
権
．
蝦
・
曲
癖
し
た
か
ε
曇
ふ
こ
ε
は
關
係
し
な
い
．
餐
つ
で
ゴ
國
籍
喪
失
に
因
吟
其
家

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

を
去
ウ
た
揚
合
．
2
麿
除
に
困
働
法
定
推
定
家
督
相
綾
人
た
る
地
健
を
失
つ
驚
揚
合
、
3
欠
格
嚢

置
し
罵
漣
∵
定
携
定
家
督
梱
綾
人
の
地
位
を
失
■
つ
た
楊
合
．
4
婚
姻
叉
は
養
子
緑
糧
に
国
今
弛
家

に
入
つ
髭
秘
合
言
離
繰
に
図
て
系
直
卑
蕊
の
身
分
を
失
つ
た
蝿
食
、
＄
塞
家
相
綾
の
た
め
叢
家
．

を
豪
窮
盤
場
合
．
7
塵
絹
象
轟
無
の
た
め
共
家
を
去
つ
江
揚
合
等
を
麓
含
し
て
ゐ
る
も
の
ε
鶉



は
ね
壕
ら
轟
霧
謹
％
難
驚
斑
．
幾
講
、
箋
璽
．

箏
ご
微
葺
第
は
櫓
総
椴
の
喪
先
は
、
家
督
相
績
開
始
以
前
な
る
；
碁
要
す
る
．
從
～
．

囁
、
執
ヲ
騰
柵
繍
淋
既
嬉
し
泥
以
後
に
於
て
は
、
代
襲
相
績
ば
之
を
認
む
る
の
鯨
地
が
無
い
謬
で

あ
る
．
属
法
第
九
六
九
條
第
脚
號
の
場
．
合
に
於
て
．
瀦
の
書
渡
を
受
け
た
る
後
其
鋼
染
確
定
前

家
畳
柵
綾
が
簾
雄
し
た
時
⑳
如
き
ば
．
相
績
権
の
喪
失
は
家
督
相
綾
開
始
以
前
ε
見
る
ぺ
き
で

あ
な
か
象
畿
場
合
に
は
代
襲
旛
綾
鳳
行
は
る
・
も
2
云
は
ね
ぱ
な
ら
更
鍋
馨
襲
識
親

簾
ご
、

　
策
三
に
代
襲
者
憾
被
相
綾
人
の
親
族
に
し
ス
死
亡
者
叉
は
失
樒
者
の
直
系
卑
罵
な
る
こ
ε

黎
騰
す
な
。
こ
の
識
に
開
し
て
は
從
來
學
読
が
溺
れ
て
ゐ
る
。
即
ち
、
代
襲
者
は
鞍
相
績
人
の

轟
族
た
る
こ
ピ
を
要
、
し
な
い
、
民
法
第
九
七
Q
條
及
第
九
七
二
條
に
よ
塾
家
督
相
綾
人
だ
る
ぺ

き
薩
系
卑
厨
で
み
れ
ぱ
蓋
支
な
し
ピ
安
る
分
が
第
嘲
の
説
で
あ
る
。
代
襲
者
臓
魏
鶴
綾
人
ε

鵜
、
族
階
確
を
有
す
る
着
で
な
け
蜘
ぱ
な
ら
ぬ
。
從
づ
て
．
死
ホ
者
叉
は
根
績
権
を
■
壷
失
し
た
者

㊧
、
薗
叢
畢
鳳
で
あ
募
ε
踵
転
養
粗
綾
人
ε
窺
族
賜
係
を
有
し
な
い
者
で
あ
各
な
ら
ぱ
．
其
者
は

構
襲
目
者
己
し
で
纏
綴
権
を
葎
す
み
こ
ε
は
欝
褒
ぬ
ε
す
る
の
が
第
二
ゆ
裁
で
あ
悉
。
購
欝
説

　
　
　
　
舞
霧
鹸
謙
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
凡
三



　
　
　
　
箆
事
嚇
鶴
蟹
籔
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
べ
麟

の
う
ち
第
二
説
・
な
”
般
學
者
の
主
張
す
る
厨
で
あ
る
顯
咽
講
蹴
蹴
職
鰍
船
融
蝦
削
撒
謂
耀
蝕
贈
》
．
　
属
法
第

九
．
七
、
四
條
が
圃
第
九
七
〇
條
の
例
外
を
な
す
ε
云
ふ
の
は
．
第
九
七
〇
條
に
於
け
る
原
周
た
る

薩
、
定
順
位
を
麓
更
し
た
ε
蓉
ふ
こ
ε
に
あ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
私
も
赤
第
二
説
に
從
ふ
者
で
あ

る
。
而
し
て
．
上
逡
せ
る
直
系
卑
燭
は
推
定
家
督
相
綾
人
の
死
む
叉
は
失
権
の
嘗
時
．
被
相
績
入

の
家
に
存
在
し
て
ゐ
な
け
れ
ぱ
な
ら
馨
主
張
す
ゐ
も
の
雪
璽
薙
醸
螺
鋸
簾
糞
繋

薙
華
韻
叢
欝
駿
）
、
之
長
し
直
系
卑
饗
相
績
開
始
謬
．
驚
績
人
の
寳
存
套
講

畜
奮
し
壱
る
を
凱
て
磐
・
為
す
者
奮
ゑ
灘
蒲
塑
、
轍
禦
J
．
教
罠
蒙

匁
七
〇
條
に
規
定
し
て
あ
る
資
格
は
．
家
督
相
綾
開
始
の
時
を
以
て
決
慰
す
ぺ
き
で
あ
鯵
．
叉
第

九
ゼ
四
條
俵
こ
の
費
格
に
關
す
る
特
例
を
設
け
た
も
の
で
は
な
い
こ
ε
は
前
越
し
た
癒
勤
で

あ
る
か
ら
竃
此
，
等
の
露
か
ら
考
へ
て
後
説
に
從
び
た
い
ε
思
ふ
。

　
以
上
に
，
於
て
，
代
襲
相
綾
に
つ
き
其
概
略
を
述
ぺ
た
が
・
ま
だ
代
聾
相
綾
そ
れ
自
身
ε
し
て
は

色
々
聞
．
題
が
あ
す
，
論
ず
ぺ
き
・
こ
ピ
も
あ
ら
う
。
併
し
乍
ら
そ
れ
ら
は
蝕
参
に
臨
事
案
か
ら
遠

か
を
か
ら
．
茄
滋
に
は
省
略
す
る
こ
ε
に
し
、
た
い
。

　
そ
こ
で
本
件
に
就
て
考
へ
て
見
る
に
．
其
主
要
な
る
論
黙
霊
な
る
の
は
要
僻
の
第
一
に
あ
る



す
墨
ふ
◎
　
帥
ち
D
は
C
、
ピ
婿
養
子
繰
継
を
な
し
、
君
ε
婚
姻
後
B
塗
る
一
子
を
畢
げ
て
離
縁
離

嫡
嬉
な
ヴ
靴
の
で
あ
る
，
言
ひ
換
へ
れ
ぱ
離
緑
離
婚
ε
云
ふ
ζ
ε
に
因
勤
、
C
の
法
建
推
定
家
督

痛・

綾
人
た
る
地
位
を
喪
失
し
π
こ
ε
に
な
る
鐸
で
あ
る
。
第
一
の
要
件
の
勝
で
蓮
ぺ
て
置
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か

鷲
や
う
に
．
相
．
綴
櫓
の
喪
失
ε
云
ふ
こ
ε
は
其
原
因
の
如
何
を
問
は
な
い
の
で
あ
る
。
筍
も
客

鵬
的
鱒
相
縷
権
の
喪
失
ε
云
へ
る
事
實
の
登
生
が
あ
⑳
ぱ
、
代
襲
相
績
は
開
始
せ
ら
る
可
き
で

φ
る
。
㌦
從
9
て
、
培
養
子
が
離
繰
離
婚
．
ε
な
つ
セ
場
合
ε
躍
も
．
之
に
困
て
其
者
の
相
績
権
は
當

然
瑳
い
失
せ
ら
る
ぺ
き
で
あ
ゐ
か
ら
．
矢
・
張
相
績
穰
喪
失
の
一
場
合
で
あ
る
こ
ε
は
吏
に
疑
を
容

る
、
の
像
地
が
な
い
ε
論
断
せ
ぎ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
髭
総
堰
養
子
は
養
子
繰
組
恥
る

法
律
、
行
爲
ピ
婚
姻
嫁
る
法
律
行
爲
ξ
が
國
時
に
成
立
す
る
の
で
、
從
つ
て
離
繰
離
婚
の
場
合
に

は
亦
．
岡
一
人
に
づ
い
て
離
繰
ε
離
婚
が
虜
時
に
行
は
れ
る
の
で
あ
る
が
．
倒
へ
ぱ
養
子
ε
云
ふ

方
面
か
ら
競
察
す
れ
ば
．
離
縁
に
困
り
直
素
卑
濁
た
る
身
分
を
失
つ
だ
こ
ビ
に
な
る
。
　
い
づ
れ

に
し
で
も
第
鬼
七
、
四
條
に
斯
謂
相
練
構
を
失
ひ
髭
る
場
合
に
な
お
の
で
あ
る
。
．
果
し
て
然
参

ε
せ
ぱ
．
民
法
第
九
七
四
條
は
期
か
に
勘
の
如
き
揚
合
に
適
珊
あ
る
竜
の
に
し
て
、
上
告
論
罐
に

於
て
薪
の
動
き
揚
舎
に
適
用
な
し
ε
し
た
の
は
大
な
る
誤
う
ε
云
は
ね
ぱ
菰
ら
ぬ
励
叉
家
女

　
　
　
畏
事
囎
樋
警
箆
瀦
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
飛
覧



　
　
　
塾
猛
顎
霊
鷺
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
染

寧
⑳
鞘
績
・
蜜
は
縛
養
子
め
出
入
に
依
蚤
果
し
て
墾
動
を
受
け
ね
略
の
で
あ
ら
5
か
。
家
女
E

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　
の

が
め
罎
る
，
塔
養
子
ピ
婚
姻
し
。
爲
め
に
■
増
養
子
D
が
渋
定
推
定
家
督
癬
緩
入
ε
爲
つ
た
の
露
．
D

φ
露
あ
喪
鴬
φ
租
績
穆
が
｝
時
潜
在
釈
態
ピ
爲
つ
た
ε
云
あ
こ
ε
が
閏
兼
よ
う
か
。
D
が
婚

掴
に
・
倣
，
◎
¢
め
・
推
定
家
瞥
相
・
綾
人
ε
錫
つ
鷺
の
は
。
民
法
第
九
七
〇
條
第
一
項
第
二
號
に
依
る

蚤
動
，
で
あ
，
．
之
に
函
て
E
樵
其
和
綴
権
を
喪
失
し
た
の
で
あ
る
。
故
菰
D
の
離
緑
離
婚
に
囲

奄
碧
も
敏
る
こ
？
E
・
闘
艦
直
系
卑
艦
が
無
い
ε
し
だ
ら
｝
．
E
が
再
ぴ
C
の
推
建
家
・
督
相
綾
人
ε

ピ
あ
塾
瀬
乏
蘇
決
し
て
指
歯
に
屯
の
有
し
星
ゐ
泥
相
緩
櫓
が
潜
程
し
疋
ゐ
た
る
が
爲
め
に
．
轟

藷
鱈
鞭
－
莞
t
て
家
允
も
め
で
あ
る
嘘
云
脇
｛
ε
鱒
鐵
來
ぬ
の
で
あ
る
。
　
從
つ
て
、
家
女
E
の
相
績

稚
臓
隔
婿
義
贋
子
め
笛
み
鴛
ま
わ
夷
働
漁
畏
の
あ
る
ぺ
き
舞
が
嫁
か
ピ
蓉
ふ
こ
ε
も
赤
、
大
な
・
る
齪

盤
癒
去
敏
ぎ
る
を
得
ぬ
。
祝
ん
や
増
養
子
職
男
子
で
あ
る
か
ら
．
乾
憶
委
鉦
代
理
す
塾
の
慧
に

鶏
ぎ
ぬ
ε
鶴
す
が
如
き
愉
到
底
賛
肯
し
難
途
で
あ
乃
．
果
も
蓄
5
ε
す
る
な
ら
擢
。
D
覧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

鷺
艦
拘
塗
る
直
集
皐
勘
が
春
在
も
て
ゐ
る
本
轟
め
如
き
揚
合
に
あ
う
て
は
、
D
の
離
繰
離
婚
臓
．

謹
慰
む
の
癖
組
権
の
鰻
生
の
源
個
セ
る
ぺ
《
、
後
日
A
な
る
者
が
培
養
子
縁
組
に
遂
画
E
嘘
粛

嫡
を
磐
も
た
に
竪
よ
．
之
に
依
て
B
の
推
定
家
督
相
績
＾
驚
る
地
位
鳳
少
し
も
動
癌
あ
る
ぺ
き



で
な
炉
彦
鷲
霧
し
．
一
旦
D
が
離
繰
離
婚
ε
な
転
轟
び
椿
菱
子
繰
縄
に
基
勢
旦
オ
婚
鰯
し
驚
総

合
良
於
て
も
、
E
の
推
定
家
督
搬
綾
入
ピ
し
で
の
地
位
は
．
葡
の
場
合
ε
圃
様
に
淡
し
て
愛
更
あ

ざ
殉
き
も
の
で
な
い
（
麗
一
）
。

　
　
　
《
謡
一
）
態
驚
鶴
叢
一
〇
一
醗
三
九
夏
に
は
『
養
子
力
譲
女
㍗
鱒
姻
》
ヂ
鵬
子
チ
撃
ク
後
離
綾
璽

　
　
犠
鱒
チ
露
》
後
再
h
場
費
子
ト
γ
テ
λ
彪
略
翼
子
ノ
相
蝋
ヂ
霧
ス
財
望
ト
ナ
シ
』
と
あ
り
岡
趣
旨

　
　
電
り
。

　
以
上
鍬
じ
て
牽
セ
所
か
ら
本
件
を
案
す
れ
ば
．
上
告
諭
貯
を
理
肉
な
し
ε
し
て
棄
部
し
セ
本

誕
麟
器
芸
ふ
ぺ
塁
あ
ゑ
難
端
獣
蟹
．
、
藍
謳
、
叛
難
墾
悪
蔑
塾
騎
籍
箒

離
彗
．

　
　
　
　
　
六
　
民
法
第
瓦
隣
（
像
に
所
講
後
晃
人
の
懸
麓

　
夫
正
ヤ
三
年
七
月
十
四
踏
第
二
民
事
部
判
湊
藪
確
塑
磯
麺
堅
摩
。

　
　
鳳
億
繁
交
、
隠
6
兆
四
凡
俺

　
こ
⑳
鵡
俸
織
第
一
審
が
膏
森
箆
方
裁
舞
勝
入
戸
支
部
で
、
第
二
審
が
宮
城
控
訴
院
で
あ
る
。

　
O
嚇
費
　
　
上
告
人
毒
訴
入
療
奮
属
は
自
轟
の
貿
交
の
兄
の
獲
厨
子
で
あ
勢
．
旦
欝
の
後
見
人

懸
あ
り
沁
。
窪
は
大
垂
九
年
壷
二
丹
拳
姻
賢
直
系
學
属
な
《
し
て
死
ホ
し
髭
り
で
、
粕
縷
人
選

　
　
　
毒
篠
講
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
灘



　
　
　
麗
窃
鈍
穏
”
警
薦
讐
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
風
入

湾
上
親
族
會
を
開
《
た
め
．
被
上
告
人
（
残
控
訴
人
臥
被
告
｝
C
（
三
名
》
等
は
親
族
魯
員
と
な
参
．
大
正
十

年
た
底
五
日
親
族
會
を
闘
き
或
の
姉
D
を
之
が
家
督
相
綴
人
に
逡
駕
し
驚
．
這
乞
が
、
A
は

D
が
，
家
督
相
績
人
た
る
は
不
適
瞥
な
る
者
で
あ
る
か
ら
鏡
族
會
に
出
席
し
て
其
意
見
を
遽
ぺ

よ
3
ピ
し
、
詫
．
然
る
に
、
観
族
愈
は
所
定
の
場
所
鯨
開
か
飾
な
か
つ
惚
や
う
で
．
A
は
惹
見
を
蓮

ぷ
る
機
，
會
を
輿
へ
ら
れ
な
か
つ
詑
ー
ε
主
張
し
た
。
之
に
劃
レ
被
上
皆
人
c
の
方
で
は
．
A

は
B
の
死
亡
に
よ
動
最
皐
後
見
人
で
は
な
い
．
又
A
は
B
の
親
族
で
な
い
か
ら
競
族
會
の
淡
議

に
ネ
服
を
訴
へ
る
耀
能
は
な
い
し
．
親
族
會
に
鐡
席
し
て
意
見
を
遍
べ
る
費
格
は
な
い
。
　
叉
事

箆
〉
上
親
族
曾
、
は
』
還
法
の
場
所
で
開
粧
れ
、
A
は
之
に
出
席
し
た
か
ら
慮
見
を
蓮
礁
る
機
會
を
有

し
喝
、
ゐ
る
．
で
む
る
か
ぢ
、
ど
ち
ら
に
し
て
も
本
訴
請
求
は
失
嘗
だ
～
ε
答
辮
し
詫
。

　
原
婁
は
A
櫨
B
の
死
亡
に
よ
り
．
最
早
後
見
人
た
憾
資
格
を
失
つ
詮
者
だ
か
ら
．
A
に
封
し
意

見
を
描
ペ
ー
さ
せ
る
必
饗
は
な
い
・
ε
云
ふ
の
を
主
な
る
狸
爵
ε
し
て
．
A
の
講
求
を
俳
斥
し
た
の

τ
あ
る
．

．
羊
そ
葦
で
．
A
臓
上
皆
し
て
大
髄
次
の
動
く
蓮
ぺ
た
。
郎
ち

　
一
、
民
法
第
九
四
一
僚
に
墓
き
、
岡
第
六
五
四
條
圃
第
六
丑
五
僚
の
現
定
の
準
用
あ
聾
、
義
傷



食
に
は
A
も
後
見
人
ピ
圃
周
の
職
務
を
執
行
し
穏
る
。

　
二
．
　
昆
法
第
九
四
八
條
の
『
後
見
人
』
中
に
は
．
後
見
人
た
り
し
も
の
も
包
念
す
ぺ
き
で
あ
る
i

ー
ε
主
張
し
転
。

　
こ
、
に
於
て
．
大
審
院
は
左
の
如
く
劃
示
し
た
。

　
『
象
督
相
績
人
選
定
ノ
爲
晶
ス
ル
親
族
會
昌
付
ヲ
ハ
O
芦
主
ノ
後
見
人
ハ
民
法
第
九
百
麗
十

　
入
傑
第
｝
項
ノ
後
見
人
中
轟
包
含
ス
〃
モ
ノ
寧
ス
』

　
大
審
院
は
上
僧
論
旨
を
面
昌
所
論
ノ
如
シ
』
ε
し
て
．
之
を
麗
め
て
ゐ
る
從
つ
て
鋼
決
理
由
竜

亦
大
鰹
之
ピ
圃
楼
で
あ
る
か
ら
省
略
す
る
こ
ε
、
す
る
。
併
し
乍
ら
、
原
劃
決
の
鵬
定
し
セ
事

糞
に
よ
り
、
A
参
親
族
會
に
出
膿
し
意
見
を
遍
ぺ
る
機
會
が
め
つ
驚
の
に
．
A
は
瑚
に
異
議
を
遠

ポ
な
か
り
た
か
ら
．
上
告
人
の
本
訴
請
求
を
理
由
な
し
ε
し
で
却
下
し
鷲
鼠
舗
決
獄
相
総
で
あ

る
。
原
鋪
決
が
B
の
死
O
に
ょ
）
A
・
は
最
早
後
見
人
で
な
い
か
ら
。
親
族
會
に
斑
膿
す
る
資
格

が
な
い
ε
も
た
柴
盤
は
原
劉
決
を
破
駿
す
る
に
足
ら
な
い
。
從
つ
て
、
結
局
本
論
鷺
亀
理
肉
菰

し
嬉
も
て
．
棄
却
L
た
の
で
あ
る
。

　
O
管
見
　
大
審
院
は
上
轡
人
の
主
張
に
は
賛
成
し
て
ゐ
る
。
上
告
一
盤
賑
薦
は
淘
に
尤
も
だ
ε

　
　
　
綾
婆
剃
鰐
響
轟
階
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
《
允



　
　
　
畿
導
舅
輔
蟹
忌
雛
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
兆
O

言
都
導
滋
匂
本
鎗
智
臓
結
痴
理
由
な
し
ε
し
て
棄
却
し
詑
。
　
だ
か
ら
．
棄
朗
し
驚
理
由
は
塗
く
瑚

　
　
　
　
　
ノ

の
謹
由
．
即
圏
療
鋼
決
ノ
失
奮
帥
以
テ
原
剣
決
ヲ
破
毅
ス
ル
晶
足
ラ
ザ
ル
セ
言
ふ
所
に
あ
る
。

税
む
遣
の
壼
《
別
轟
の
理
由
は
、
A
が
．
親
族
會
に
出
席
し
．
し
か
も
轟
議
を
遠
べ
な
か
つ
髭
か
ど

う
か
緬
欄
題
で
あ
る
か
喜
、
原
制
決
の
礁
定
し
た
凄
實
が
果
し
て
膜
塗
き
か
の
開
題
ε
な
｝
、
讐

ゆ
は
慮
，
接
之
を
知
［
も
こ
ε
が
出
楽
組
の
で
あ
る
。
從
つ
て
、
私
が
飴
露
に
湾
へ
よ
5
置
重
る
の

な
覧
調
嘗
が
上
告
（
の
主
張
を
認
め
振
劃
決
を
失
當
ε
し
た
所
ま
臆
あ
る
。

霊
混
蝕
欝
九
側
λ
條
篇
輔
項
に
依
る
時
は
．
本
人
、
戸
主
．
家
に
在
る
父
母
．
配
偶
者
、
本
蒙
並
に
分
家

の
源
霊
、
覆
晃
汎
筏
見
盈
督
人
及
ぴ
保
佐
人
は
親
族
會
に
出
庸
し
て
叢
意
見
を
麺
べ
る
こ
ε
が

田
楽
弟
、
L
か
し
勿
簡
豪
決
⑦
数
に
加
織
る
こ
ε
は
出
擁
臓
。
そ
れ
は
．
彼
等
の
意
見
を
親
族
會

り
凄
鳶
ゆ
實
鴛
誤
雷
る
驚
け
で
め
る
。
彼
等
が
斯
の
如
く
親
族
愈
に
出
席
し
て
、
其
意
見
を
遽

ぺ
⑳
こ
嘘
を
許
さ
れ
駕
ゐ
渇
の
は
．
親
族
會
の
議
事
に
利
害
關
係
を
有
し
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
。

然
＄
鷲
鞍
等
臓
、
こ
の
意
義
に
於
て
ま
た
利
害
關
係
人
ε
云
ひ
得
る
で
あ
ら
う
。
さ
ら
ば
、
利
害

闘
謙
ず
人
姓
し
詑
の
狼
等
の
陳
遍
は
．
翠
に
親
族
倉
の
禽
考
、
言
ひ
換
へ
れ
ぱ
彼
韓
が
有
猛
な
る
意

犯
を
識
”
裡
髭
灘
も
絢
ら
ず
．
親
”
族
倉
”
は
之
じ
劃
し
一
瞥
を
も
與
”
ヘ
ウ
自
”
分
達
の
欲
す
る
ま
、
に



衰
線
窒
洛
も
．
彼
奪
臓
堆
爾
芋
左
換
い
・
て
之
を
傍
襯
す
る
よ
㌻
外
に
途
慮
な
い
か
。
　
か
く
て
は

旬
禽
鞠
繍
人
琶
む
て
の
」
彼
等
の
塵
考
意
見
は
擁
り
に
薄
溺
た
る
も
の
拡
な
つ
て
し
ま
5
も
の

璽
’
燃
巡
◎
笥
壊
始
か
。

　
塗
驚
惣
一
苑
を
遠
ぺ
る
こ
ぜ
を
詩
さ
れ
て
ぬ
る
彼
等
に
萢
知
を
爲
さ
ウ
に
、
親
族
會
響
決
議
を

し
鹿
ち
薯
う
か
（
輯
襯
蜘
鰹
。
　
言
ぴ
換
へ
匹
ぱ
、
彼
等
に
意
見
陳
遍
の
機
會
を
典
ふ
る
こ
確
な
く

し
望
」
快
犠
亀
し
舵
濁
ど
3
か
．
・
．
民
怯
第
九
四
入
條
臓
本
家
痢
主
其
の
他
の
人
に
親
族
魯
に
於

町
鑑
曳
を
糠
遠
望
る
櫓
制
を
術
輿
し
樹
権
利
嫁
使
の
機
會
を
得
せ
し
め
ん
が
爲
め
招
彙
者
箪

軸
馨
の
気
壽
封
も
招
集
の
樋
知
を
鶏
す
奪
旨
を
命
じ
置
き
奮
も
の
・
霧
語
蝦
卿
ぞ

あ
亀
か
石
、
冥
『
鰻
知
を
映
き
載
る
庫
き
は
之
を
原
咽
ご
し
て
同
怯
第
丸
五
一
條
に
掴
疹
不
搬
の

蓼
慧
書
こ
喜
響
・
《
、
羅
繋
、
、
マ
望
碧
（
肇
鐘
鑑
．
毅
羅
蘇
露
誼
騨
秋

籔
結
噺
魯
》
。
然
あ
ぱ
慧
見
繍
遍
稽
利
者
の
出
席
に
就
て
は
（
若
し
逓
知
な
き
が
た
め
出
席
不
能

の
籍
櫨
》
」
繋
識
五
一
條
鵡
鞍
勢
兎
に
角
或
罹
度
壕
で
之
を
傑
障
し
て
ゐ
る
こ
ε
、
な
る
。
さ
ら

償
、
出
農
．
趨
竃
慧
箆
を
遠
ぺ
愚
こ
受
し
か
も
そ
の
．
焔
ξ
が
権
利
で
あ
盾
以
あ
．
親
族
會
が
全
《
惹

皇
セ
蔵
み
塑
訣
畿
毒
。
糞
決
議
が
慧
覧
を
瀬
み
奪
か
つ
泥
、
め
客
糊
的
に
甚
だ
不
當
の
も
⑳
で

　
　
　
塾
霞
一
響
灘
儲
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
垂



　
　
　
顯
蓼
型
轟
見
警
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
為
二

◎
る
時
艦
．
盤
［
見
陳
遠
審
は
・
其
，
意
見
．
が
唯
燈
考
の
た
め
だ
ピ
云
ふ
理
由
”
で
．
若
し
彼
等
の
意
見
を

少
し
嶺
礪
み
ウ
不
當
な
決
議
を
な
し
た
時
．
之
に
封
し
如
何
な
る
芋
段
も
下
し
難
い
ε
し
た
ら
．

そ
れ
は
権
利
ピ
し
て
認
め
ら
軸
る
に
は
鹸
り
灘
溺
で
越
あ
る
ま
ψ
か
釦
故
に
こ
の
場
合
に
も
、

葡
勧
【
纏
“
銘
轟
四
入
條
第
二
項
は
第
九
『
五
一
條
ε
結
び
附
く
こ
ε
に
，
な
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

熱
る
聾
．
第
九
五
一
條
に
依
鹸
ぱ
．
第
九
四
四
條
に
掃
げ
ら
れ
た
る
者
か
ら
不
服
の
訴
を
提
起
す

る
こ
ピ
に
な
つ
て
ゐ
る
。
從
ρ
て
．
第
九
五
圃
條
は
第
九
四
四
條
ε
直
接
蓮
結
し
て
ゐ
る
謬
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

め
蚤
、
　
ε
ヱ
方
が
．
第
九
眉
四
條
k
掲
げ
ら
れ
て
ゐ
る
者
の
中
に
は
第
九
四
入
條
第
、
輔
項
に
掲

ザ
3
れ
て
ゐ
る
者
が
大
概
含
ま
れ
て
ゐ
る
。
，
從
つ
て
．
第
九
四
八
條
が
第
九
五
一
條
ε
結
ぴ
付

‘
の
は
、
第
九
四
四
條
の
蝶
介
に
依
る
も
の
ε
云
は
ざ
る
を
得
な
い
。

　
そ
こ
で
私
趣
第
九
四
入
條
第
一
項
に
就
て
考
へ
て
見
．
よ
う
。
即
ち
本
項
に
凋
畢
し
た
以
外

の
者
鱒
目
貌
族
愈
に
．
出
席
し
て
意
見
を
逡
ぺ
る
こ
ピ
が
出
來
，
血
か
。
露
ひ
換
へ
瀞
ぱ
．
蒋
は
限
定

的
列
暴
主
襲
に
依
つ
泥
の
で
あ
る
か
ど
う
か
。
私
は
こ
の
場
合
矢
張
澗
極
的
に
解
し
た
い
．
だ

摯
ら
．
圃
項
。
に
列
暴
し
た
以
外
の
者
は
、
出
席
し
て
意
見
を
蓮
べ
る
こ
ピ
を
得
な
い
璽
解
し
た
い

（
鮮
勃
撒
臓
駅
勲
倣
慨
加
鵬
姻
“
頓
舞
擁
講
帥
酬
綿
吐
灘
引
℃
捌
峰
繊
鰹
。
か
く
の
如
く
本
條
第
一
項
は
、



列
血
伊
以
－
外
⑳
渚
で
は
い
け
な
い
ξ
解
す
る
こ
ε
に
よ
ら
．
綱
定
の
限
堺
を
有
し
て
ゐ
る
。
　
ε
こ

う
が
一
本
件
は
其
一
定
あ
・
限
界
内
に
一
つ
の
伸
縮
性
を
奥
へ
た
の
で
あ
る
．
即
ち
後
見
人
ε
去
ふ

⑳
は
後
・
易
人
髭
り
し
者
、
摸
雷
す
れ
ぱ
現
實
に
後
見
人
た
る
者
で
な
く
す
も
差
支
な
し
ε
し
た

の
で
あ
る
ー
．
こ
、
に
於
て
．
後
見
人
の
範
園
が
渡
大
せ
ら
師
た
鐸
で
あ
る
。
本
件
に
あ
幽
て
は
．

被
後
見
人
の
死
O
に
よ
り
後
見
が
絡
了
し
た
．
場
合
で
あ
る
が
．
例
へ
ぱ
正
當
な
る
事
由
あ
り
て

其
職
務
を
僻
し
た
場
合
に
は
麟
勘
照
〇
七
》
、
新
薔
雨
後
見
人
が
親
族
禽
に
出
席
し
て
意
見
を
蓮
ぺ

る
構
利
を
有
す
る
の
で
あ
る
か
．
從
つ
て
ま
た
．
後
見
人
だ
け
に
逼
知
あ
う
後
見
人
た
う
し
者
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う

蓮
知
を
爲
ミ
渉
し
て
親
族
會
が
開
か
れ
た
揚
合
に
は
．
第
九
四
入
條
の
後
見
人
ご
云
ふ
慧
旅
か

も
・
鑑
豊
藻
僅
）
訴
を
拶
起
蕃
る
か
．
本
讐
於
て
は
、
後
見
人
に
つ
き
後
見
人
誓

し
者
を
も
包
含
せ
し
め
セ
の
で
あ
る
が
、
同
條
に
列
學
し
陀
弛
の
者
に
つ
い
て
も
、
同
穰
に
こ
の

解
罧
を
進
め
て
差
‘
支
な
い
か
．
例
へ
ぱ
後
見
監
督
人
セ
う
し
者
．
本
家
並
に
分
家
の
戸
主
た
塾
し

者
．
或
は
玄
た
配
偶
者
た
り
し
者
ε
解
す
ぺ
き
で
あ
ら
5
か
。
斯
の
癩
く
其
意
昧
が
鑛
大
せ
ら

る
着
結
渠
．
之
ε
騙
聯
せ
る
第
九
．
四
四
條
の
列
華
者
の
意
義
も
亦
，
塀
大
し
て
ゆ
く
の
で
は
あ
る

裂
い
か
。
第
九
四
四
僚
に
は
特
に
利
害
閉
係
人
を
畢
げ
て
ゐ
る
．
從
つ
て
限
定
的
に
列
暴
し
て

　
　
　
　
錘
群
襲
例
驚
昂
講
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
蕊



　
　
　
　
壌
雛
勇
鰹
駕
鑑
灘
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
施
騰

み
る
や
う
な
も
の
、
、
曝
蟹
上
其
範
園
が
樹
合
に
櫨
大
さ
れ
｛
ゐ
毒
ε
嚢
は
ね
ぱ
な
ら
戯
。
勿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四

管
利
簿
胴
係
入
ε
は
如
何
な
る
着
で
毒
る
か
異
薩
的
場
含
に
就
て
決
す
ぺ
き
で
は
あ
る
渉
、
判

例
慌
於
て
も
莫
翫
略
的
輪
郭
を
示
す
程
多
く
現
れ
て
ゐ
な
い
。
併
し
後
見
人
た
鯵
し
審
等
は

成
擁
所
訥
利
害
閲
係
人
の
う
ち
に
入
れ
る
こ
ε
は
出
購
ま
い
か
。
潜
し
そ
の
な
か
に
含
め
る

こ
霧
が
串
黍
る
ξ
す
る
な
ら
、
不
當
な
る
親
族
會
の
決
議
に
封
し
て
繁
九
五
一
峰
に
よ
幽
訴
を

提
齢
三
こ
嘉
出
奮
璽
娯
後
見
汎
ピ
云
ふ
意
昧
の
竃
量
禽
せ
ら
摯
ゐ
駿
で
．
科

癖
廟・

係
人
ε
蓉
ふ
方
か
ら
訴
を
趨
す
だ
け
の
差
ε
な
る
の
で
あ
る
。
着
し
第
九
圏
入
條
の
厨

謂
犠
㌧
潟
人
中
に
は
．
後
見
人
た
多
し
着
は
包
含
し
て
ゐ
な
い
ε
解
す
愚
審
．
観
族
會
に
於
て
意
見

　
　
　
〃

陳←

繍
碕
櫨
利
、
が
無
く
な
る
．
從
つ
で
本
件
の
如
き
場
合
に
は
不
都
禽
を
生
す
る
か
も
知
れ
嘆
し

掴
無
廓
濾
す
る
厨
に
よ
り
之
が
ね
め
全
然
第
九
匠
一
條
に
よ
る
不
膿
の
串
立
が
餓
康
荏
く
な

ろ
運
云
ふ
輝
で
噛
な
い
。
砂
れ
ど
も
さ
う
か
ε
云
つ
て
、
各
揚
食
に
つ
き
本
藻
の
後
見
人
の
意

難
を
負
、
々
葬
解
す
る
こ
ε
は
許
す
ぺ
か
ら
ざ
る
所
で
あ
る
。
從
つ
て
．
本
件
に
於
て
後
見
人
の

意
義
．
を
績
，
六
す
る
な
ら
、
第
九
四
（
條
を
適
用
．
す
ぺ
き
飽
の
凄
・
一
件
に
就
て
も
，
漕
へ
な
け
れ
ぱ
な

鼻
琳
髪
第
轟
露
一
條
ξ
の
醐
係
．
或
厩
ま
ね
第
九
四
四
條
ε
の
鵬
係
に
就
き
如
何
に
取
鍍
ふ
ぺ



き
か
を
溝
へ
ね
ぱ
な
ら
陥
熔
か
く
の
如
く
ぱ
其
結
果
は
意
外
に
も
襖
雑
ζ
な
り
．
事
實
上
面
倒

な
繕
果
・
を
惹
起
す
る
震
は
あ
る
設
い
か
。
第
九
凶
入
僚
は
列
畢
者
以
外
の
者
に
は
．
出
席
し
て

瀧
見
を
陳
遠
す
亀
綾
利
が
な
い
ε
鯉
す
る
こ
ε
に
よ
う
具
盤
的
に
餐
當
で
あ
る
な
ら
，
列
畢
者

そ
の
も
の
に
就
て
も
．
戒
る
ぺ
く
装
範
園
を
婆
大
し
な
い
方
が
・
ー
；
或
場
合
に
は
都
合
の
よ
い

こ
ε
が
あ
る
に
せ
よ
ー
ー
全
燈
ピ
し
τ
は
．
少
く
ε
竜
面
倒
な
こ
ε
を
惹
起
す
る
虞
が
な
い
の

で
は
あ
る
嚢
塾
か
↓
婆
す
る
に
後
見
人
の
意
義
を
籏
大
す
る
の
は
ど
の
範
園
ま
で
之
を
誕
め

　
　
　
も
　
　
　
ロ

得
る
か
。
潜
し
認
め
得
る
ビ
し
て
も
、
果
し
て
其
結
果
が
．
総
て
に
愛
魑
的
で
あ
）
恥
合
理
的
で
あ

参
得
よ
う
か
。
艶
等
の
鮎
に
就
い
て
、
疑
ひ
ε
問
題
ε
が
な
ほ
残
さ
れ
て
ゐ
る
や
う
に
思
は
れ

て
な
ら
ぬ
。墨

藍
饗
馨
盈
雛

滋
盈


